日本における気候条件と関節痛との関連 by Tokumori, Kimihiko
氏 名
授 与 し た 学 位
専攻分野の名称
学 位 授 与 番 号
学位授与の 日付
学位授与の要件
学 位 論 文 題 目










論 文 審 査 委 貞 教授 土居 弘幸 教授 尾崎 敏文 准教授 西田圭一郎













論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､長期間の気象データと関節痛との関連性について ｢気象庁統計局統
計局編集 (平年値第 2版)｣と ｢国民生活基礎調査｣を用いた研究である｡先行研
究では､短期的な気象データと関節痛症状の変化に関する比較 (日内変動や週内
変動または月内変動)がほとんどであり､気候 (長期間の気象)が関節痛へ及ぼ
す影響についての論文は見当たらない｡
本研究のように二次データを用いる場合､様々なバイアスを考慮しなければな
らず,一般的な疫学研究よりも論文の限界についての考察がより重要となる｡本
件は､この点について十分な考察がなされており､統計学的な分析も巽が高いも
のとなっている｡因果関係や扱うデータの精度に限界はあるものの､研究 ･分析
能力は､博士課程で修了すべき領域を十分に達していると判断され､今後の研究
の発展性が期待できる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
